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今月の表紙
10月27日、杉岡誠新村長が初登庁し
村民や職員約200人が庁舎前で出迎
えました。杉岡村長は「ありがとう
ございます」「よろしくお願いしま
す」と人々の列に声をかけ晴れやか
な表情で登庁しました。総務課総務
係の高橋萌育から花束の贈呈。

今月の話題「本と親しむ､本でつながる」

村長就任あいさつ
退任あいさつ・選挙結果
報告のページ「飯舘村表彰式」
報告のページ「百歳賀寿」ほか

いいたて百景「秋のにぎわい」
学びの広場「陸上交歓会」ほか

ほけんとふくし「フレイルとは」
生涯学習「ソフトボール大会」ほか

お知らせのページ「秋の交流」
いいたて便り
話題のパレット
そのこころはっ／おすすめ図書
おしらせのページ
入札結果
いいたてDIARY／ラオス通信。
こころのぽけっと／ひとのうごき
HOPES（ホープス）
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全
国
で
唯
一、村
営
の
書
店
と
し

て
平
成
７
年
に
開
店
し
、多
く
の
村

民
に
親
し
ま
れ
た「
ほ
ん
の
森
い
い

た
て
」。全
村
避
難
に
伴
う
休
業
が

長
期
化
し
、再
開
か
な
わ
ず
閉
店

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、村
は
、平
成
22
年
度
に
、

「
あ
な
た
に
つ
な
ぐ
飯
舘
絵
本
リ

レ
ー
事
業
」で
、読
ま
れ
な
く
な
っ

た
絵
本
や
児
童
書
を
全
国
か
ら
募

集
。村
内
の
教
育
施
設
や
公
共
施

設
で
自
由
に
読
ん
で
も
ら
い
、交
流

す
る
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
達
に
も
贈
ろ

本
と
親
し
む
、
本
で
つ
な
が
る

本
と
の
豊
か
な
出
会
い
を
、
未
来
へ
つ
な
い
で
い
こ
う

う
と
計
画
し
ま
し
た
。そ
し
て
全

国
か
ら
約
６
万
冊
が
寄
せ
ら
れ
た

中
で
の
全
村
避
難
。本
の一部
は
、仮

設
の
園
舎
や
校
舎
に
置
か
れ
、避
難

中
の
子
ど
も
達
に
贈
ら
れ
、中
学
生

が
英
訳
に
関
わ
り
村
が
ラ
オ
ス
に

届
け
る
な
ど
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
本
の
整
理
や
修
復
に
、震
災

直
後
か
ら
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

が「
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
皆
さ
ん

で
し
た
。「
ほ
ん
の
森
い
い
た
て
」閉

店
に
伴
う
図
書
の
整
理
に
も
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〈上〉平成24年、仮設小学校で
「絵本リレー」について学び絵本を
楽しむ児童。　〈下〉オーストラリ
アから寄贈を受けた移動図書館車両
「こあら号」が、仮設園舎・校舎、
仮設住宅などをめぐりました。

「ほんの森いいた
て」は村役場に隣
接する「ビレッジ
ハウス美囲杜」内
にありました。

畜産農家の山田豊さん（左）と稲の栽培に取
り組む高橋松一さん（二枚橋・須萱）。互い
の仕事に対する信頼が生産を支えます。

今月
の話
題

vol.７

豪雨で被災した熊本県球磨村の
学校へ本を贈ろうと準備をする
「図書ボランティア」の皆さ
ん。準備作業は旧草野小学校体
育館で行われました。ボラン
ティアの皆さんは、震災直後に
すべての本を清拭・消毒した
他、分類、整理、補修などを
行ってきました。

交流センター「ふれ
愛館」で「ほんの森
いいたて」の本の一
部を展示中。貸し出
しも行っています。

や児童書は心が伝わ
るもの」「手をかけて
きた本がさらに生か
されることを願ってい
ます」と話していまし
た。リレーのバトンは、
10年の歳月をかけな
がら、人から人へ確
かにつながれていま
す。

豪雨被災地の子ども達へ本を届けよう

　村は、今年７月に豪雨被害を受けた熊本県球磨村に、児童書や
辞書約1,600冊を寄贈しました。同村とは「日本で最も美しい村」連
合の加盟村としてつながりがあります。「絵本リレー」「ほんの森い
いたて」の蔵書に、学校の統合で活用されなくなった図書も加えて、
「図書ボランティア」の皆さんが贈る本を選んで箱詰めしました。
　10月16日には、寄贈の本の出発式が行われ、関係者などが本の
発送を見送りました。出席した「図書ボランティア」の皆さんは「絵本

交流センター「ふれ愛館」前で行われた出発式。
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